
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
化粧品的に許容可能な媒体に、ポリシロキサン部位と非シリコーン有機鎖からなる部位と
を有し、該２つの部位の一方がポリマーの主鎖を構成し、他方が該主鎖にグラフトしてい
るグラフトシリコーンポリマーと、（メタ）アクリルアミドもしくは（メタ）アクリルア
ミド誘導体の架橋したもしくは架橋していない増粘ポリマーまたはコポリマーを含有せし
めてなることを特徴とし、
グラフトシリコーンポリマーが、次の式（ IV）：
【化１】
　
　
　
　
［上式（ IV）中、基 G1はメチル基を示し；基 G2はプロピレン基を表し ;G3はメタクリル酸
の重合により得られたポリマー基を表し ;G4はアクリル酸メチル及びメタクリル酸メチル
の重合により得られたポリマー基を表し ;mは１であり ;nは１であり ;aは１～ 50の範囲内の
整数であり ;bは 10～ 350であってよい整数であり ;cは１～ 50の範囲内の整数である］
の単位をその構造体内に含有するシリコーンポリマーから選択されることを特徴とし、（
メタ）アクリルアミドもしくは（メタ）アクリルアミド誘導体の増粘ポリマーまたはコポ
リマーが：
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（ｉ）　部分的にまたは全体的に中和された２－アクリルアミド－２－メチルプロパンス
ルホン酸と（メタ）アクリルアミドとの架橋したコポリマー；
（ ii）アクリル酸アンモニウムと（メタ）アクリルアミドとの架橋したもしくは架橋して
いないコポリマー；
（ iii）　それらの混合物；
からなる群から選択されることを特徴とする毛髪化粧用組成物。
【請求項２】
非シリコーン有機モノマーでグラフト化したポリシロキサン骨格を含有するポリマーの数
平均分子量が、 10000～ 1000000の範囲内にあることを特徴とする請求項１記載の組成物。
【請求項３】
グラフトシリコーンポリマー（類）が、組成物の全重量に対して 0.01～ 20重量％の範囲内
の量で使用されることを特徴とする請求項１または２記載の組成物。
【請求項４】
（メタ）アクリルアミドもしくは（メタ）アクリルアミド誘導体の増粘ポリマー（類）ま
たはコポリマー（類）が、組成物の全重量に対して 0.01～ 20重量％の範囲内の量で使用さ
れることを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項５】
脂肪鎖を含有しない増粘剤、脂肪酸エステル、グリセロールの脂肪酸エステル、シリコー
ン、界面活性剤、香料、防腐剤、サンスクリーン、タンパク質、ビタミン類、ポリマー、
植物性、動物性、鉱物性または合成の油、または化粧品の分野で従来より使用されている
任意の他の添加剤からなる群から選択される、少なくとも１つの添加剤をさらに含有する
ことを特徴とする請求項１ないし４のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項６】
化粧品的に許容可能な媒体が、水、または水と少なくとも１つの化粧品的に許容可能な媒
体との混合物からなることを特徴とする請求項１ないし５のいずれか１項に記載の組成物
。
【請求項７】
化粧品的に許容可能な媒体が、モノアルコール、多価アルコール、グリコールエーテルお
よび脂肪酸エステル、およびそれらの混合物からなる群から選択されることを特徴とする
請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
グラフトシリコーンポリマーが、化粧品的に許容可能な媒体に溶解するか、または粒子の
水性分散液の形態で使用されることを特徴とする請求項１ないし７のいずれか１項に記載
の組成物。
【請求項９】
ケラチン物質が、ヒトの髪であることを特徴とする請求項１ないし８のいずれか１項に記
載の組成物。
【請求項１０】
ゲル、ミルク、クリーム、比較的増粘したローション、またはムースの形態であることを
特徴とする請求項１ないし９のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１１】
ヘアスタイリング用製品であることを特徴とする請求項１ないし 10のいずれか１項に記載
の組成物。
【請求項１２】
髪用製品が、洗髪、染色、脱色、パーマネントウエーブ処理または髪のストレート化の前
もしくは後において適用される、すすがれるまたはすすがれない髪用製品、およびシャン
プーからなる群から選択されることを特徴とする請求項１ないし 11のいずれか１項に記載
の組成物。
【請求項１３】
スプレー、ラッカー、またはムースを得るために、エアゾール容器またはポンプ式ディス
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ペンサーボトル、または噴霧器の形態に包装されることを特徴とする請求項１ないし 12の
いずれか１項に記載の組成物。
【発明の詳細な説明】
本発明は、ポリシロキサン部位と非シリコーン有機鎖からなる部位とを有し、該２つの部
位の一方がポリマーの主鎖を構成し、他方は該主鎖にグラフトしている、少なくとも１つ
のグラフトシリコーンポリマーと、少なくとも１つの（メタ）アクリルアミドもしくは（
メタ）アクリルアミド誘導体の増粘ポリマーまたはコポリマーとを含有する、ケラチン物
質、特にヒトの髪をトリートメントするための化粧品用または皮膚病用組成物、並びにそ
の適用に関する。
ポリシロキサン部位と非シリコーン有機鎖からなる部位とを有し、該２つの部位の一方が
ポリマーの主鎖を構成し、他方は該主鎖にグラフトしている、グラフトシリコーンポリマ
ー型のポリマーは、それらの髪のスタイリング特性の故に、知られているものである。そ
れらは、髪型の保持に寄与するため、ヘアケア用の化粧品において特に有利である。しか
しながら、髪に適用した後のそれらの化粧品特性は今だ満足のいくものではなかった。こ
れらのポリマーを髪に適用した後、ポリマーは髪の繊維に沿って不連続に分散してしまい
、その結果髪のきめは粗く、縮れた感触となってしまうことが分かった。
本出願人は、驚くべきことに、ポリシロキサン部位と非シリコーン有機鎖からなる部位と
を有し、該２つの部位の一方がポリマーの主鎖を構成し、他方は該主鎖にグラフトしてい
る、グラフトシリコーンポリマー型のポリマーを含有するヘアケア用組成物に、（メタ）
アクリルアミドもしくは（メタ）アクリルアミド誘導体の架橋したまたは架橋していない
増粘ポリマーまたはコポリマーを使用することにより、適用後の、ケラチン繊維に沿った
グラフトシリコーンポリマーの付着性を改善し、グラフトシリコーンポリマーのスタイリ
ング特性を維持しつつ、それらの化粧品特性、特に感触を改善できることを見出した。
よって、本発明の組成物は、化粧品的または皮膚科学的に許容可能な媒体に、ポリシロキ
サン部位と非シリコーン有機鎖からなる部位とを有し、該２つの部位の一方がポリマーの
主鎖を構成し、他方は該主鎖にグラフトしている、少なくとも１つのグラフトシリコーン
ポリマーと、少なくとも１つの（メタ）アクリルアミドもしくは（メタ）アクリルアミド
誘導体の架橋したもしくは架橋していない増粘ポリマーまたはコポリマーとを含有するこ
とを、本質的な特徴とするものである。
本発明のグラフトシリコーンポリマーは、好ましくは、ポリシロキサンを含むモノマーで
グラフト化した非シリコーン有機骨格を有するポリマー、非シリコーン有機モノマーでグ
ラフト化したポリシロキサン骨格を有するポリマー、およびそれらの混合物から選択され
る。
以下の記載において、シリコーンまたはポリシロキサンという用語は、一般的に許容され
るところに従って、適切に官能化されたシラン類の重縮合および／または重合により得ら
れる、可変の分子量の直鎖状または環状で分枝状または架橋した構成を有する、任意のオ
ルガノシリコンポリマーまたはオリゴマーであり、本質的に、ケイ素原子が酸素原子を介
して互いに結合している（シロキサン結合≡ Si－Ｏ－ Si≡）主要単位の繰り返しからなり
、場合によっては置換された炭素水素基が前記ケイ素原子に炭素原子を介して直接結合し
ているものを示すと理解されるものである。最も一般的な炭化水素基は、アルキル基、特
に、 C1－ C1 0のアルキル基、特にメチル、フルオロアルキル基、アリール基、特にフェニ
ル、およびアルケニル基、特にビニルである；シロキサン鎖に炭化水素基を介して、また
は直接結合し得る多の種類の基は、特に、水素、ハロゲン、特に塩素、臭素またはフッ素
、チオール類、アルコキシ基、ポリオキシアルキレン（またはポリエーテル）基、特にポ
リオキシエチレンおよび／またはポリオキシプロピレン、ヒドロキシルまたはヒドロキシ
アルキル基、置換もしくは非置換のアミン基、アミド基、アシルオキシ基またはアシルオ
キシアルキル基、ヒドロキシアルキルアミノまたはアミノアルキル基、第４級アンモニウ
ム基、両性またはベタイン基、アニオン基、例えばカルボキシラート類、チオグリコラー
ト類、スルホスクシナート類、チオスルファート類、ホスファート類、およびスルファー
ト類であり、もちろん、このリストはいかなる場合においても限定するものではない（い
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わゆる、「有機修飾」されたシリコーン類）。
以下の記載において、「ポリシロキサンマクロマー」という表現は、一般的に許容される
ところに従って、その構造中にポリシロキサン型のポリマー鎖を含有する任意のモノマー
を称すると理解されるものである。
本発明のポリシロキサンを含むモノマーでグラフト化した非シリコーン有機骨格を含有す
るポリマーは、シリコーンを含有しない有機モノマーから形成された有機主鎖であって、
前記鎖の内部および場合によっては少なくとも１つの末端に、少なくとも１つのポリシロ
キサンマクロマーがグラフトしているものからなる。
グラフトシリコーンポリマーの主鎖を構成する非シリコーン有機モノマーは、ラジカルル
ートにより重合可能なエチレン性不飽和基（ ethylenic unsaturation）を有するモノマー
、重縮合により重合可能なモノマー、例えば、ポリアミド、ポリエステルまたはポリウレ
タンを形成するもの、および開環に関連するモノマー、例えば、オキサゾリンまたはカプ
ロラクトンタイプのものから選択することができる。
本発明のポリシロキサンを含むモノマーでグラフト化した非シリコーン有機骨格を含有す
るポリマーは、当業者にとって公知の任意の手段、特に、（ｉ）ポリシロキサン鎖におい
て正しく官能化された出発ポリシロキサンマクロマーと、（ ii）一つまたは複数の非シリ
コーン有機化合物で、共有結合を形成し、上記シリコーンに担持された官能基（類）と反
応しうる官能基によって、それ自体が正しく官能化されているものとの間の反応によって
得ることができる；このような反応の定型的な例としては、シリコーンの一端に担持され
たビニル基と、主鎖のエチレン性不飽和基を有するモノマーの二重結合との間のラジカル
反応が挙げられる。
本発明のポリシロキサンを含むモノマーでグラフト化した非シリコーン有機骨格を有する
ポリマーは、より好ましくは、米国特許第 4693935号、米国特許第 4728571号、および米国
特許第 4972037号、および欧州特許公開第 0412704号、欧州特許公開第 0412707号、欧州特
許公開第 0640105号、および国際特許第 95/00578号に記載されているものから選択される
。これらは、エチレン性不飽和基を有するモノマー、および末端ビニル基を有するシリコ
ーンマクロマーから出発するラジカル重合により得られるコポリマー、または官能化され
た基を含有するポリオレフィンと、該官能化された基と反応する末端官能基を有するポリ
シロキサンマクロマーとの反応によって得られるコポリマーである。
本発明を実施するのに適切なシリコーンポリマーの一つの特定の種類は、
ａ）　ラジカルルートにより重合可能なエチレン性不飽和基を有する、０～ 98重量％の少
なくとも１つの低親油性極性の親油性モノマー（Ａ）；
ｂ）　（Ａ）タイプのモノマー（類）と共重合可能なエチレン性不飽和基を有する、０～
98重量％の少なくとも１つの極性の親水性モノマー（Ｂ）；
ｃ）　次の一般式：
Ｘ（Ｙ） n Si（Ｒ） 3 - m Zm　　　　　　　　　　（Ｉ）
［上式（Ｉ）中、
Ｘは、モノマー（Ａ）および（Ｂ）と共重合可能なビニル基を示し；
Ｙは、二価の結合基を示し；
Ｒは、水素、 C1－ C6のアルキルまたはアルコキシまたは C6－ C1 2のアリールを示し；
Ｚは、少なくとも 500の数平均分子量を有する一価のポリシロキサン単位を示し；
ｎは０または１であり、ｍは１～３の範囲内の整数である］
で示される、 0.01～ 50重量％の少なくとも１つのポリシロキサンマクロマー（Ｃ）；
を含有するシリコーングラフトコポリマーからなるものであり、パーセンテージはモノマ
ー（Ａ）、（Ｂ）および（Ｃ）の全重量に対して算出される。
これらのポリマーは、それらの調製方法と共に、米国特許第 4693935号、米国特許第 47285
71号および米国特許第 4972037号および欧州特許公開第 0412704号、欧州特許公開第 041270
7号および欧州特許公開第 0640105号に記載されている。それらの数平均分子量は、 10000
～ 2000000の範囲内にあることが好ましく、ガラス転移温度 Tgまたは結晶融点 Tmは、少な
くとも－ 20℃であることが好ましい。
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親水性モノマー（Ａ）の具体例としては、 C1－ C1 8のアルコールのアクリル酸またはメタ
クリル酸エステル；スチレン；ポリスチレンマクロマー；酢酸ビニル；プロピオン酸ビニ
ル；α－メチルスチレン ;tert－ブチルスチレン；ブタジエン；シクロヘキサジエン；エ
チレン；プロピレン；ビニルトルエン ;1,1－ジヒドロ－ペルフルオロアルカノールまたは
その同族体のアクリル酸またはメタクリル酸エステル；ω－ヒドリドフルオロアルカノー
ルのアクリル酸またはメタクリル酸エステル；フルオロアルキルスルホアミドアルコール
のアクリル酸またはメタクリル酸エステル；フルオロアルキルアルコールのアクリル酸ま
たはメタクリル酸エステル；フルオロエーテルアルコールのアクリル酸またはメタクリル
酸エステル；またはそれらの混合物を挙げることができる。
好ましいモノマー（Ａ）は、ｎ－ブチル－メタクリラート、イソブチル－メタクリラート
、 tert－ブチル－アクリラート、 tert－ブチル－メタクリラート、２－エチルヘキシル－
メタクリラート、メチル－メタクリラート、２－（Ｎ－メチルペルフルオロオクタンスル
ホンアミド）エチル－アクリラート、および２－（Ｎ－ブチルペルフルオロオクタンスル
ホンアミド）エチル－アクリラート、およびそれらの混合物からなる群から選択される。
極性のモノマー（Ｂ）の具体例としては、アクリル酸、メタクリル酸、 N,N－ジメチルア
クリルアミド、ジメチルアミノエチル－メタクリラート、第４級化ジメチルアミノエチル
－メタクリラート、（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ｔ－ブチルアクリルアミド、マレイン
酸、無水マレイン酸およびその半エステル（ semiesters）、ヒドロキシアルキル－（メタ
）アクリラート、ジアリルジメチルアンモニウム－クロリド、ビニルピロリドン、ビニル
エーテル、マレイミド、ビニルピリジン、ビニルイミダゾール、極性の複素環ビニル化合
物、スチレンスルホナート、アリルアルコール、ビニルアルコール、およびビニルカプロ
ラクタム、またはそれらの混合物を挙げることができる。好ましいモノマー（Ｂ）は、ア
クリル酸、 N,N－ジメチルアクリルアミド、ジメチルアミノエチル－メタクリラート、第
４級化ジメチルアミノエチル－メタクリラート、およびビニルピロリドン、およびそれら
の混合物からなる群から選択される。
好ましい式（Ｉ）のポリシロキサンマクロマー（Ｃ）は、次の一般式（ II）：
　
　
　
　
　
［上式（ II）中、
R1は、水素または－ COOH（好ましくは水素）であり；
R2は、水素、メチルまたは－ CH2 COOH（好ましくはメチル）であり；
R3は、 C1－ C6のアルキル、アルコキシまたはアルキルアミノ、 C6－ C1 2のアリールまたは
ヒドロキシル（好ましくはメチル）であり；
R4は、 C1－ C5のアルキル、アルコキシまたはアルキルアミノ、 C6－ C1 2のアリールまたは
ヒドロキシル（好ましくはメチル）であり；
ｑは、２～６の整数（好ましくは３）であり；
ｐは、０または１であり；
ｒは、５～ 700の整数であり；
ｍは、１～３の整数（好ましくは１）である］
に相当するものから選択される。
特に、次の式：
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（上式中、ｎは、５～ 700の範囲内の整数である）
で表されるポリシロキサンマクロマーが使用される。
本発明の特定の実施態様の一つは、
ａ）　 60重量％の tert－ブチルアクリラートと；
ｂ）　 20重量％のアクリル酸と；
ｃ）　 20重量％の次の式：
　
　
　
　
　
　
（上式中、ｎは、５～ 700の範囲内の整数である）
で表されるシリコーンマクロマー；
からなり、重量％がモノマーの全重量に対して算出されるモノマーの混合物から出発して
、ラジカル重合により得ることのできるコポリマーを使用することからなる。
本発明の特定の他の実施態様は、
ａ）　 80重量％の tert－ブチルアクリラートと；
ｂ）　 20重量％の次の式と；
　
　
　
　
　
　
（上式中、ｎは、５～ 700の範囲内の整数である）
で表されるシリコーンマクロマー；
からなり、重量％がモノマーの全重量に対して算出されるモノマーの混合物から出発して
、ラジカル重合により得ることのできるコポリマーを使用することからなる。
本発明を実施するのに適したシリコーンポリマーの他の特定の種類は、ポリオレフィンの
主鎖へシリコーンをグラフトさせる共有結合を形成するため、ポリシロキサンマクロマー
の末端官能基と反応可能な反応基を含有するポリオレフィン型のポリマーと、末端反応性
官能基を有するポリシロキサンマクロマーの反応性押出加工により得ることができるシリ
コーングラフトコポリマーからなる。
これらのポリマーは、それらの調製方法と共に、国際特許出願第 95/00578号に記載されて
いる。
反応性のポリオレフィンは、好ましくは、ポリシロキサンマクロマーの末端官能基と反応
可能な反応性官能基を含有する、ビニルエステルまたは等価物、（メタ）アクリラート、
ブタジエン、ブチレン、アルキルスチレン、スチレン、プロピレンのようなエチレン由来
のモノマーのポリマー、またはポリエチレンから選択される。それらは特に、エチレンま
たはエチレン誘導体と、カルボキシル官能基を含有するもの、例えば（メタ）アクリル酸
；酸無水物の官能基を含有するもの、例えば無水マレイン酸；酸塩化物の官能基を含有す
るもの、例えば（メタ）アクリロイルクロリド；エステル官能基を含有するもの、例えば
（メタ）アクリル酸エステル；またはイソシアナート官能基を含有するものから選択され
るモノマーとのコポリマーから選択される。
シリコーンマクロマーは、好ましくは、ポリシロキサン鎖の末端または該鎖の末端近傍に
、アルコール、チオール、エポキシ基、および第１級および第２級アミンからなる群から
選択される官能化された基を含有するポリシロキサン、特に、次の一般式（ III）：
Ｔ－（ CH2）ｓ － Si－［－（ OSiR5 R6）ｔ － R7］ｙ （ III）
［上式中、Ｔは、 NH2、 NHR'、エポキシ、 OH、または SH官能基からなる群から選択され ;R5
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、 R6、 R7および R'は独立して、 C1－ C6のアルキル、フェニル、ベンジル、 C6－ C1 2のアル
キルフェニルまたは水素を示し ;sは２～ 100の数であり ;tは０～ 1000の数であり、ｙは１
～３の数である］
に相当するものから選択される。それらは、好ましくは 5000～ 300000、さらに好ましくは
、 8000～ 200000、特に好ましくは、 9000～ 40000の範囲内の数平均分子量を有する。
本発明の非シリコーン有機モノマーでグラフト化したポリシロキサン骨格を含有するグラ
フトシリコーンポリマー（類）は、シリコーン［またはポリシロキサン（≡ Si－Ｏ－）ｎ
］主鎖を含有しており、少なくとも１つのシリコーンを含有しない有機基が、該鎖の内部
、場合によっては少なくとも１つの末端にグラフトしている。
本発明の、非シリコーン有機モノマーでグラフト化したポリシロキサン骨格を含有するポ
リマーは、市販されている製品であってもよく、または、当業者にとって公知の任意の手
段、特に、（ｉ）一または複数のこれらケイ素原子において正しく官能化された出発シリ
コーンと、（ ii）共有結合を形成し、上記シリコーンに担持された官能基（類）と反応し
うる官能基によって、それ自体が正しく官能化されている非シリコーン有機化合物との間
の反応によって得られるものであってもよい；このような反応の定型的な例としては、≡
Si－Ｈ基と CH2＝ CH－ビニル基とのヒドロシリル化反応、または－ SHチオ官能基とこれら
と同様のビニル基との反応が挙げられる。
本発明を実施するのに適切な、非シリコーン有機モノマーを含有するグラフト化したポリ
シロキサン骨格を有するポリマー、並びにそれらの特定の調製方法の具体例は、特に、欧
州特許公開第 0582152号、国際特許第 93/23009号、および国際特許第 95/03776号に記載さ
れており、これらの教示は、全体が本記載に含まれるが、限定するものではない。
本発明の特に好ましい実施態様において、使用される非シリコーン有機モノマーでグラフ
ト化したポリシロキサン骨格を有するシリコーンポリマーは、エチレン性不飽和基を有す
る少なくとも１つの非シリコーンアニオン有機モノマーおよび／またはエチレン性不飽和
基を有する非シリコーン疎水性有機モノマーと、その鎖の内部に、共有結合を形成する、
該非シリコーンモノマーの該エチレン性不飽和基と反応しうる少なくとも１つの官能基、
特にチオ官能基を有するシリコーンとの、ラジカル共重合の結果物を含む。
本発明において、エチレン性不飽和基を含有する前記アニオンモノマーは、好ましくは、
直鎖状または分枝状で、部分的または全体的に中和されて塩の形態であってもよい不飽和
カルボン酸から、単独で、または混合物として選択され、特に、これらのカルボン酸（類
）は、アクリル酸、メタクリル酸、マレイン酸、無水マレイン酸、イタコン酸、フマル酸
、およびクロトン酸であってよい。適切な塩類は、特に、アルカリ金属塩、アルカリ土類
金属塩、およびアンモニウム塩である。同様に最終グラフトシリコーンポリマーにおいて
、不飽和カルボン酸型の少なくとも１つのアニオンモノマーのラジカル（単独）重合の結
果を含む、アニオン性の有機基は、反応後に塩基（水酸化ナトリウム、アンモニア水等）
で事後中和して、塩の形態にされることは注目される。
本発明において、エチレン性不飽和基を含有する疎水性モノマーは、好ましくは、アルカ
ノールのアクリル酸エステルおよび／またはアルカノールのメタクリル酸エステルから、
単独で、または混合物として選択される。アルカノールは、好ましくは C1－ C1 8、さらに
好ましくは C1－ C1 2である。好ましいモノマーは、（メタ）アクリル酸イソオクチル、（
メタ）アクリル酸イソノニル、２－エチルヘキシル（メタ）アクリラート、（メタ）アク
リル酸ラウリル、（メタ）アクリル酸イソペンチル、ｎ－ブチル（メタ）アクリラート、
（メタ）アクリル酸イソブチル、（メタ）アクリル酸メチル、 tert－ブチル（メタ）アク
リラート、（メタ）アクリル酸トリデシル、および（メタ）アクリル酸ステアリル、また
はそれらの混合物からなる群から選択される。
本発明を実施するのに特に適切な、非シリコーン有機モノマーでグラフト化したポリシロ
キサン骨格を含有するシリコーンポリマーの種類の一つは、次の式（ IV）：
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［上式（ IV）中、基 G1は、同一でも異なっていてもよく、水素または C1－ C1 0のアルキル
基、もしくはフェニル基を表し；基 G2は、同一でも異なっていてもよく、 C1－ C1 0のアル
キレン基を表し ;G3は、エチレン性不飽和基を有する少なくとも１つのアニオンモノマー
の（単独）重合により得られたポリマー残基を表し ;G4は、エチレン性不飽和基を有する
少なくとも１つの疎水性モノマーの（単独）重合により得られたポリマー残基を表し ;mお
よびｎは、０または１であり ;aは０～ 50の範囲内の整数であり ;bは 10～ 350であってよい
整数であり ;cは０～ 50の範囲内の整数であり、ここでパラメータａおよびｃの一方は０と
はならない］
の単位をその構造体中に含有するシリコーンポリマーからなる。
好ましくは、上述した式（ IV）の単位は、次の特徴の少なくとも１つ、さらに好ましくは
全てを有する：
－基 G1はアルキル基、好ましくはメチル基を示し；
－ｎは０ではなく、基 G2は C1－ C3の二価の基、好ましくはプロピレン基を表し；
－ G3は、エチレン性不飽和基を含有するカルボン酸型、好ましくはアクリル酸および／ま
たはメタクリル酸の少なくとも１つのモノマーの（単独）重合により得られたポリマー基
を表し；
－ G4は、（ C1－ C1 0）アルキル（メタ）アクリラート型、好ましくは（メタ）アクリル酸
メチルまたはイソブチルの少なくとも１つのモノマーの（単独）重合により得られたポリ
マー基を表す。
式（ IV）に相当するシリコーンポリマーの具体例は、特に、ポリメチル（メタ）アクリラ
ート型、およびポリ（メタ）アクリル酸型のポリマー単独が混合して、チオプロピレン型
の連結鎖を介してグラフトした、ポリジメチルシロキサン類（ PDMS）である。
式（ IV）に相当するシリコーンポリマーの他の具体例として、特に、ポリイソブチル（メ
タ）アクリラード型のポリマー単位が、チオプロピレン型の連結鎖を介してグラフトした
、ポリジメチルシロキサン類（ PDMS）が挙げられる。
好ましくは、本発明の非シリコーン有機モノマーでグラフト化したポリシロキサン骨格を
シリコーンポリマーの数平均分子量は、約 10000～ 1000000、さらに好ましくは約 10000～ 1
00000の範囲内にある。
本発明のグラフトシリコーンポリマーは、好ましくは、組成物の全重量に対して 0.01～ 20
重量％の範囲内の量で使用される。さらに好ましくは、この量は、 0.1～ 15重量％、特に
好ましくは 0.5～ 10重量％の範囲内にある。
本発明の組成物に適切な、好ましくは（メタ）アクリルアミドもしくは（メタ）アクリル
アミド誘導体の増粘ポリマーまたはコポリマーとしては、次のポリマー：
（ｉ）　（塩基、例えば、水酸化ナトリウム、水酸化カリウムまたはアミンで）部分的に
または全体的に中和された２－アクリルアミド－２－メチルプロバンスルホン酸とアクリ
ルアミドとの架橋したコポリマー、例えば欧州特許公開第 503853号公報の実施例１に記載
されている生成物；
（ ii）　アクリル酸アンモニウムと（メタ）アクリルアミドとの架橋したもしくは架橋し
ていないコポリマー、例えばヘキスト（ Hoechst）社から販売されている製品「パス（ PAS
）・ 5193」または「ボゼポール・Ｃ・ノウベオー（ Bozepol C Nouveau）」の名称で販売
されている製品（これらは、仏国特許第 2416723号、米国特許第 2798053号および米国特許
第 2923692号公報に記載され、調製されている）；
（ iii）　（メタ）アクリルアミドと塩化メチルで第４級化したジメチルアミノエチル－
メタクリラートとの、架橋したもしくは架橋していないコポリマー、例えば、アライド・
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コロイド（ Allied Colloids）社から販売されている製品「サルケア（ Salcare）・ SC92」
、またはヘキスト社から販売されている製品「パス・ 5194」（これらは、欧州特許公開第
395282号公報に記載されている）；
（ iv）　それらの混合物；
を挙げることができる。
本発明の（メタ）アクリルアミドもしくは（メタ）アクリルアミド誘導体のコポリマーま
たはポリマーは、組成物の全重量に対して 0.01～ 20重量％の範囲内の量で使用される。よ
り好ましくは、この量は、 0.1～ 15重量％、さらに好ましくは 0.5～ 10重量％である。
化粧品的または皮膚科学的に許容可能な媒体は、好ましくは、水、または水と化粧品的に
許容可能な溶媒、例えば、単独でまたは混合物として使用可能な、モノアルコール、多価
アルコール、グリコール、エーテルまたは脂肪酸エステルとの混合物からなる。
特に、低級アルコール、例えばエタノールおよびイソプロパノール、多価アルコール、例
えばジエチレングリコール、グリコールエーテル、グリコールアルキルエーテル、または
ジエチレングリコールアルキルエーテルを挙げることができる。
本発明のグラフトシリコーンポリマーは、前記化粧品的に許容可能な媒体に溶解すること
もできるし、粒子の水性分散液の形態で使用することもできる。
また、本発明の組成物は、贈粘剤、脂肪酸エステル、グリセロールの脂肪酸エステル、シ
リコーン、界面活性剤、香料、防腐剤、サンスクリーン、タンパク質、ビタミン類、ポリ
マー、植物性、動物性、鉱物性または合成の油、または化粧品の分野で従来より使用され
ている任意の他の添加剤から選択される、少なくとも１つの添加剤を含有することができ
る。
これらの添加剤は、組成物の全重量に対して０～ 20重量％の範囲内の割合で、本発明の組
成物中に存在する。各々の添加剤の厳密な量はその性質によるものであり、当業者によっ
て容易に決定される。
言うまでもなく、当業者であれば、本発明の組成物に固有の有利な特性が、考えられる添
加により、悪影響を受けないか、実質的に受けないように留意して、本発明の組成物に添
加される任意の化合物（類）を選択するであろう。
本発明の組成物は、ゲル、ミルク、クリーム、比較的増粘したローション、またはムース
の形態にすることができる。
これらの組成物は、特に、ヘアセッティングローション、ブロー乾燥用ローション、固定
用組成物（ラッカー）およびスタイリング用組成物である。ローションは、種々の形態、
特に、気化した形態または泡状形態の組成物を確実に適用するため、エアゾール容器、ポ
ンプ式ディスペンサーボトル、または噴霧器に包装することができる。このような包装形
態は、例えば、髪のトリートメントまたは固定用のムース、またはラッカー、スプレーを
得ようとする場合に用いられる。
また、組成物は、洗髪、染色、脱色、パーマネントウエーブ処理または髪のストレート化
の前もしくは後において適用される、すすがれるまたはすすがれない組成物、シャンプー
とすることもできる。
本発明の組成物がエアゾールムースまたはラッカーを得るために、エアゾールの形態に包
装される場合、揮発性炭化水素、例えばｎ－ブタン、プロパン、イソブタン、ペンタン、
塩化および／またはフッ化した炭化水素およびそれらの混合物から選択可能な、少なくと
も１つの噴霧剤を含有する。また、噴霧剤として、圧縮された空気、二酸化炭素、一酸化
二窒素、ジメチルエーテル、または窒素、およびそれらの混合物を使用することもできる
。
本発明の他の主題は、上述した組成物を髪に適用し、ついで任意に水ですすぐことからな
る、ヒトの髪等のケラチン物質のトリートメント方法にある。
以下に示す実施例により、本発明を十分に例証するが、記載された実施例は、本発明を限
定するものではない。
実施例
実施例１　コンディショナー

10

20

30

40

50

(9) JP 3549897 B2 2004.8.4



－３－プロピルチオ－ポリイソブチル－メタクリラート基を含有するポリメチル／メチル
シロキサン構造の式（ IV）のグラフトシリコーンポリマー　 2g（活性物質）
－アライド・コロイド社からサルケア・ SC・ 92の名称で販売されている、 50％の油中分散
液としての、架橋したアクリルアミド／トリメチルエチルアンモニウム－メタクリラート
－クロリド（ 42/58）のコポリマー  2g（活性物質）
－香料、防腐剤　　　　　　　　　　　　　　　　適量
－水　　　　　　　　　　　　　　全体を 100gにする量
NaOHで pH7に調整した。
実施例２　コンディショナー
－３－プロピルチオ－ポリメタクリル酸基と３－プロピルチオ－ポリメチル－メタクリラ
ート基を含有するポリメチル／メチルシロキサン構造の式（ IV）のグラフトシリコーンポ
リマー　　　　　　　　　　 1g（活性物質）
－欧州特許公開第 503853号公報の実施例１に記載されている生成物のような、イソパラフ
ィン／水の混合物における 40％の転化エマルションとしての、架橋したアクリルアミド /2
－アクリルアミド－メチルプロパンスルホン酸のコポリマー　　　　　　　　　　　 1g（
活性物質）
－ 350cstのポリジメチルシロキサン　　　　　　　　 1g
－香料、防腐剤　　　　　　　　　　　　　　　　適量
－水　　　　　　　　　　　　　　全体を 100gにする量
NaOHで pH6に調整した。
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